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現在、筆名の所属する(財)元叫丁文化財研究所は、

国士父通省の依頼で、吉野郡川上村教育委員会ととも

に、川上村广1屋地区の総合訓査をすり血している。筆考

は開査地で使j・H されていた農耕具、 1」_1関係道具は、吉

野町で購人しているという話を聞き、その鍛冶屋を紹

介していただき、関連調査を実施することができた。

伺ったのは、吉野町矢治の阪本鉄工所である。聞き

収りは、 2004午H月]2日、 2004年]2河 27日、 2005年1

河 14Π、 2005年3 河29日の計4 回実施した。残念なこ

とに2004午度限りで廃業されるということであったが、

「もう廃業するから」ということで色々と詳しくぉ話を

聞かせていただくことができた。作業場が無くなると

いうことで、実測作業も実施し平面図を作成し記録し

た(図1)。

製作工程は 1.熱問工程 1刃金(ξ剛付け→2先

付け→3焼きなましⅡ.冷問工程 1荒切り→2裏

すき→3 ならし→4毛描き→5すり廻しⅢ.熱処理

ト焼き入れ→21尭きもどしⅣ.仕上げ 1歪み取り

→2研き上げ→3柄付という一般的な流れとほぽ同

鍛冶屋の火か'消えた

一奈良県吉野郡吉野町阪木鉄工所の調査記録一

(吋)/C興#文化琳研究所

K俗艸1勺魚たよ、}

様であった(写真①~、1/)。ここでは伺った枯の小で、

阪本鉄工所の特色とぢえられる事J貝を"・,,〔、にH1告をお

こなってみたい。

X,01.33

釘a二所は犬婦だけで作業されくいた。阪本正治さ人

(昭和 6年4月26H I-1ミまれ)、妻・カメノさん(昭和 4

年11河25日生まれ)である。正治さんの家は、代々鍛

冶屋を営んでおり、正治さんで工代目である。祖.父

音二郎さんの代に鍛冶屋をはじめたという。父・彦平

(ひこべえ)さん印a和42年没)は二代目であった。祖

父は、吉野町樫尾在住の峠さんという鍛冶職人に技術

を学び独立した。カメノさんの話では、同町楢J・トで鍛

冶屋を営人でいた中村さんの墓は樫尾にあり、この家

も峠さんのところで修行したのではないかとのことで

あった。

正治さ人は、もともと吉野高校で設計を学んだが、

病気の後遺症によって16歳で耳を悪くされたため、 4

年問京都市内で働いた後、20歳で家業を継いだ。以米、

53年問鍛冶屋を続けてきた。
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向こう鎚は、祖.父の代では大婦ではなく、彦平さん

が行っていた。父の代は当初彦平さ人の亥であったが、

後午は正治さ人になった。普通、鍛冶屋職人としてー

人前になるには、 8年↓リ、上かかり、他の職種の職人と

比べてずっと時削がかかる。

1,1i先のショウゥインドー内に商品力り畏永してあり、

客はそれを嫡人する。↓リ、前は店に卸していたこともあ

つたという。しかし圧.倒的に多いのは、このようなも

のを作って欲しいというメモ、見本の持参などがあり、

◆鎌の製作工程(写真①~⑦)
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それらの要望に答えて製作する注文販売である。注文

販売の場合は、佃々人の体格や必要に応、じて、融通が

利き使用者にとっては使いやすい道具を得ることにな

り、実に合理的な方法である。昔は吉野東部の各地か

らの注文があった。近年はホーム七ンターなどで安価

な道具が売られるようになり、'注文も減ったが、阪本

さんの製品は壊れにくく長持ちするという常連客がお

り、一定数の注文や修理の仕事がある。例えば、除草

具のイッポンコ.は1500円、ニホンコは1300円、カマ

クワは1500円といったように、全て手作りである分、

多少高めの価格である。しかし、この値段であっても

実質的にはほとんど儲けにはならないという。ツルト

ンカチ、カワムキガマ、カワムキセンなど道具の名称

については、阪本さんが自ら名付けることは特になく、

注文者・使用者が命名しているようだ。

それまで使用していたコークスが尽きてしまって、

もう廃業するので、現在は捌、前に使用していた松の炭

を使用して火をおこして問に合わせている。

向こう鎚の際に、正治さんがもう充分だとカメノさ

んに合図する方法は、金床の端を叩くことである(写

真②)。「阿吽の呼吸」のごとく、夫妻のコンビネーシ

ヨンは素晴らしいものであった。

トンガ(唐針幻、ヨキ、カマの製作工程を見学するこ

とができた。トンガは、ハ(刃)とヒツ(櫃)から構

成される。それぞれを別途製作した後に、「クスリ」

(ホウ酸に鉄屑などを混ぜたものという。肉家製で調合

方法などは秘伝とされて口伝である。)をまぶして接合

する。ヒツの大きさは、型(鉄製)を用いて確認して

いく 0

焼入れは水焼きではなく袖焼きである。使用する油

の調合は自家製で、少なくなれば付け足していくもの

である。焼入れの具合で道具の良し悪しも決まるので、

油はとても重要である(写真⑥)。この作業はたとえ弟

子であっても一人前になるまでは関わらせてもらえな

かった秘中の秘の作業であるという。鉄の割秒)は白ら

製作するが、柄は名張の木工所から既製品を購入して

いた。 4mのドリルで穿孔し釘を用いて両者を固定す

る。近年、その木工所が廃業するこことなり、柄を150

万円分購入した。現在はそのストソクを用いている。

釘の位置はヤスリを用いて割付け線を引く(写真⑧)。

柄は調整のため一部削ったりする。

廃業の理由は三つある。ーつは後継者の問題。阪本

さんの息、子さんたちは、全て町夕Hこ出てお啼段冶屋に

はなっていない。第二には、阪本さん自身の年齢北体

カ。本人はまだまだやれると自負しているが、あと何

年できるかはわからない。夫婦の話では、お得意さん

に惜しまれながらやめるほうがいいのではないかとい

民俗杣物鮪たより V0133 NO.1 1;[りを9フラ')
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阪本正治さん(左)とカメノさん(右)

うことになった。第三には町が推進する下水道整備の

ために、貯水槽を埋設する必要が生じ作業場のスペー

スを転用する必要が生じた。惜しまれつつも、 20傍年

3河末をもって阪本鉄工所は廃業した。一昔前までは、

吉野1木業で用いられる道具は、阪本さんのような村の

鍛冶屋によって製造されていたのだ。阪本さんご夫妻

のご厚意により、聞き取りと作図により、記録が残せ

たことはせめてもの救いである。

最後に、長々と聞き取りなどにご協力いただいたこ

両人、この場に報告の機会を勺・えていただいた、奈良

県立民俗博物館・森本仙介氏に深く感謝する。なお、

本調査の実施及び本文の作成にあっては、奈良大学文

化財学科学生、加来幹拓、乗田裕美両氏の援助があっ

た。祀して感副'したい。
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◆特別展紹介◆

くらしを支えた手わざ

大宮守人

昨今、村や町の一角で、鍛冶屋の鎚音や樫木屋の柄

を削る音は殆ど絶えたといってよい。昭和30~40年代

にはまだ、農具や山の仕事用具など地域の生業に必要

な道具を作ι莇晄ける職人の姿を見かけることもあった

が、コンバインや草刈り機、チエンソーなどの農機具、

山林作業機器など電動具の普及で職域が狭まり、大型

量販店の進出,が追い打ちをかけた。

彼らの仕事は、注文対面販売という伝統的な形態で、

量産には不向きな生産プ1法ながら、品質においては製

作者と使用者の濃密な交流の中で作り改良され、使用

者の納得を得る製品に仕上げることができたのである。

かつての小学生は、誰から強要されるのでもなく、

道草をくいながら、白然に物つくりの光景を目にし、

これを観察することから、今日では得難い感性を養う

ことができた。手作りで加工され、仕上がっていく光

景は、子供の目には、何度みても不思議な、そして新

鮮な印象を与えたはずであり、飽きることなく眺める

うちに、ものを知るための基礎教養が養われていたの

である。生活の場が、いきおい物作りの現場から分離

しつつある今日、一昔前の鍛冶屋と樫木屋の道具や製

品を通しく、物づくりの原点に立ち返ってみたい。

、

ない。そのため、ヨコザとよぱれる親方の立ち位置を

中心に、全ての設備、道具が手の届く範囲に合理的に

配置されている。鉄の色、火の色が重要な勘どころと

なるため、仕事場は目中も薄賠い。

道具は、火をおこすもの、鉄を打つもの、鉄を削る

ものに大別される。鍛冶屋の象徴でもあるフイゴ、鉄

を打つためのツチ(鎚)、ムコウヅチ q司お田などの金

鎚類、鉄の切断や穿孔用のタガネ類、カナトコ、トウ

リクチなど打ち台、熱した鉄をはさむ大小様々なヤッ

トコ、仕上げの整形に使われるコウスキや刃物ル升ぎ道

具・など。西洋式の道具や電動具なども取り入れながら

受け継がれてきた鍛冶屋の道具を紹介する。

民俗1,訓勿鮴たより V01.33 NO.]し血巻971}J

【展示の概要】

1.鍛冶屋の製品・仕事場・道具

地域の生業と密接な繋がりを持つ鍛冶屋の仕事では、

自ずとそれぞれの手がける製品に違いがあった。奈良

盆地では主にヒラグワ、ビッチュウ、トンガなどの鍬

類や、除草具、脱穀用具などの農具を手がけるノカジ

(農鍛冶)が、また林業の盛んな県南部の古野・帯では

山林用具、木材加工用の様々な刃物の需要が多く、ハ

モノカジ(刃物鍛冶)が多くみられた。林業川具のう

ち、ノコギリや火型のヨキ類、十タガマ、ツルなどは
r

県外のものが多くを古めていたものの、愽や桶、杓・f、
1 1」 」、]工

曲物、箸など林産加、11況,を製造する七ンやヤリガンナ、

ホウチヨウなど、独特の刃物類は、殆ど地元の鍛冶屋

が注文に応じくを千がけたものであった。

鉄を熱し、素早く打ち延ぱす、またこれを水に人れ

て急、激に冷やす、などー・迎の作業を、鉄の顔色(色の

変化)を見極め、峰叶の判断の、トに行わなけれぱなら

Ⅱ.樫木屋の製品・道具
か 1_

慳木屋は、道具の木の部分を作る職人で、樫の木に
ι J_ .J ノ」 J I 」

代表される堅く頑丈な木で作ることからの呼称である。
オーユ、寸ウ 气'ヒ予

「平屋」「棒屋」「枋屋」など他にも様々な呼び方があっ

たことからもわかるように、その手がけるものは農耕

用具、山林用具、士木作業用具など実に広範囲にわた

つたが、その中,[、となるのはやはり農具であった。

ケワやスキの大きさや柄の角度などは、使う場所の

士質やその地域の習慣の述いに大きく左右される。こ

うしたことを熟知した人でなけれぱよい製品は作れな

かった。

樫木屋の道具は、道具の柄など材を円柱状の棒に削

り佳,すこと、また堅い木を加工する点に特色がある。

製品の種類や整形の過程によって細かく使い分けら

れるカンナをはじめ、ノミ、キリ、ヤリガンナなど果多

しい数の道具が作業場に並ぶ様子は壮観である。縦挽
]ー.ト

鋸や電動工具の普及による材の取り方など、樫木屋の

作業も時代によって変遷があるが、重要な道具の柄な
,1'1 」 上ニ'】 ] 1 LJ '」

どに、割木工の基本かy沓襲されている点は興味深い。

1^

^

ヤ
.

修理を待つ農具(桜井市大泉藤田鍛冶店)

(斗)

^

上

'

金
毛
」1

臥
土

カ
ー

、
"
、
屋

、
イ

カ
ー

}
'

1
 
●
'
'

、
t

、
ー

、
X

劃
4
0

>蔦

1



奈良県内の畜力用除草機

当鮮には、畜力用除草機が2点収蔵されている(Ⅸ1

表①、写真①),。除草機とは、夏に水田の中耕除草を

行う農具である.。除草機の前につながれた牛や馬が歩
t

くと、除草機の歯車が回転して雑苧を倒すと共に、十

をかき混ぜる什細.みになっていた(写貞②)。歯中が回

転する蓄力用除草機には4 種類があり、それぞれに対

応した田柚え方法があった(図表②)。除草機は、第 1

1負から第Ⅱ類、 A型から B型、田稙えは、寄せ1畦1伯え

から並木植えに発展していったとぢえられている 0

N02

岩宮隆司

把手

什,駒辯安蛎町西安埼

2

収飢、地

つ(、 L、ナこ、こ

が分かった。

のことかこ

ら、蓄力用除草

織は、働き予が

少なく、力のあ

る牡牛を飼って

いた家で使われ

くいた可能性が

宇吃市火宇陀区

註1 図六1の「長・幅・高」は、円1祐から把手の両端・基台の両

端・地面から把手まで」の測定値(単位はml"、「登1、]L番号」は、

当鯨の収蔵番弓である。 NO」とN02 は、基台の上に「専売"帛
リ1「 1L .ι,「 J

高北式帯力除草ぢ剣と「口■ロロ、、,,・高北式国国口国除

草機」と印字されている

)巾訓・除草とは、作物の生育在良くするために、根ぎわを注く

馴すことてある

3 農林水産技術会誠事弦局『写典でみる農具民具,1(農林鞍計恊

、]9S8年) 100 頁。人力から;古力による巾1井除Υ三にすると、会

牛が辿れる様に畊の帽を広け、牛が唖る所を想定して1Π柿え左

」う必要があっ力_しか1-これでは牛の通路に■が杣えられ

ないので、収N鎚かル0てしまう、そこでIL犬されたのが、牛

が通過する叫.の幅を広げ、その分、乢をブ'イiに移動させた「雋

せ艸杣え」であるしかし、これでは、川杣え力■;晶Ⅲにな0(

C、上火されたのが、中が趣れる1永に令ての1叶のしまう
^、^^

^゛'
、、

幅左広げく、その分、 mの幅を斬めた 1征木杣え」である

第Ⅱ扣は、上つの官、],1iが同い1啼であるが、染 1 汀!は、 Tの通

路にψ1たる 1力中か狄くな0 ている. B 児!は、 A 県に比べて kの

1号十1:+1 や1丈,"、・Ⅲ.に優れ(いる

I T成IX如 f2006) 6 }・]23Π、 9 刀2Sn 、]0刀31Πに、Ⅲ1き収

り山1介を 1」う上共に、本11,1の"売み介わせを1」い、,咲認、寺なくし

た 1Π父 dυ1論25年〔1S92〕,包!1、、岬仟Π60午牝上・)七・f・忘、(昭

和 151ド,延,1)は八に 4,ミ膿'京、(あり、、1・を,"」つくいた頃仁は、

H 'むの 1,,,1、辺に杓 3 "1 を所イ」していブご

を5 平b戈]5イ1'7 jl] 11かιケ小11Sイ1'9月301ほでに、艘竹.1ミに1

杣りていた約川γ,に、奈」'UI,、内の个妓でⅢ1き」k り剖企を行りた

そ丸によれぱ、 1 火都分dy交、ぐは、 11.'1'・は会、Π.が元くく价いの

て、牝牛在血1りくいた、 L!'1 の刊1Ⅱは、卞に皮作#、だけてあり

たのに、川.牛を劍0 くいた入は、 1 Tや1ル新の膿旦がωき」 1、川

牛を川iイiし(いるこ上を,りにしていた」七いら価{向がある、こ

とが分かった

1珂

長

10SO

染 1扣
へ剛

写真小当館所蔵の畜力用除草機

幅

弗Ⅱ類

9-0

民俗卜川力熊たよ・J

印1 列の 1サ 1,1,

小火は物かり、い

ノ"イ,は11啼かり、しB 」刊

^

▲図表2 畜力用除草機の形熊分類

N02 は、昭和47年(1972)に、現在の宇陀市大宇陀

区から収集したものである。寄贈者が不明で、追跡訓

査が出来ないので、 N02 に関する情扱は、収集した時

に記した台帳しかない。そこには、収集地における呼

び方として「田かじき」、使用方法として「牛に引かせ

て田の中耕及び除草をなす」と記されている。それに
'0レ、こ1

対して、 N01は、昭和63午に、生駒郡安堵町西安堵か

ら収集したものである。 N01の使用者は死去されてい

たので、その子鳥、に追跡訓査を行った'。それによれぱ、

(A)昭和心年には、 NO]を使っていなかった、田)農業好
Jこー

きの・f息、は、 N01の仙用者であった机父から使用方杖

を聞いた、に)牛好きの村1父は、当家で 1年巾飼ってい
t, 二IJ

た牡牛を使いこなすことを誇りにしていた、Φ)当家で
」. L 二'ζ

は、男手・がなく、機械好きの祖父が]人で農作業を行

A ]tl

910

】,,」

,・戸'、、、

Ii、.11 i'.、:

1述 1諏,、ー"ー. 1'1 ','1,
亀腔,.雄',4.・・,,"・','り',' 1
に;発1..'司1 .」_0じー,・;1,i],令{1'"、、;発1..ゞ、,.」・0じー,'がゞ〕、1 い
'、,,・' 1 ・',,,・.・、・1
ノ'、 i.'」、,゛,、ι.

B刑

形態分郊

ι1} 1 抑

、

74U

全ての幅が同し

、

X'013 ]

▲図表1 畜力用除草機の収集一覧

鄭Ⅱ"1

後列の所小

山列ど同し形

、

XU.1 t;血イL,97 り J

ある。

しかし、住1)約

30年間、同じ種類の農具であっても、収集してきた当
1,、 L」上

館において、人力用の除草機が50点り、上もあるのに、

蓄力用は 2 点しかないこと、山)これまでの聞き取り調

査では、蓄力用除草機を見た人がいないこと.、忙)重さ

約20kgの蓄力用除草機を動かし、除草機に対応、した田

植えを行うには、牛や作業者の負担が大きいこと、(d)

蓄力用除草機の登場後、間もなく除草剤の散布が始ま
LI

つたことから、奈良県・内の蓄力用除草機は、農具の利

便吽や必要性よりも、牛を利用した農作業や最新の農

具が好きな家で使われ始めた司lt性が高く、あまり
.ど 」,

普及しなかったのではなかろうか。
』 L 、JJ

皆様からいろいろな情報を頂けれぱ幸いである。

内nR.1 牙{の 2 つ

B刊

Iil,士,ff シ.:

900』627

加列七同し形

.

内ルル.1染の」つ

二J

2000剖7

1

Π1抽え力よ

,イ,'せ叫 11h え

,

写真セ畜力用除草機を使用した作業風景

場所:埼玉県鴻巣市註3の参考文献よ明開)
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季節とたべもの

ドヤモチ・コゴメ

'こに紹介するのは、平成17年10j1120 、大和郡Π_1、ー^、^

ホ小泉在住の、 1_[11_1幸雛氏(昭和 5 午Ⅱ打生れ)より

お聞きした話である。

戦前の小泉刷辺の耿の収性は今より遅く、 10ナ1下句

頃だった。稲刈りに始まりハサかけ、稲こき、カド十

し、籾摺り、米の分別に系る・述の作業を12打中旬の

おん祭り(春日若宮祭)までに終えることを同安とし

ていた。昭和25年(1950)頃、村共冶の動力による籾

摺機が入ったが、それも、全戸が12河10Hまでにこの

作業が終えられるよう日程を制.んだものである。

さて、この季節の楽しみとしてドヤモチやコゴメモ

チが作られたのは、士白による籾摺りが行われていた

時代のこと、コンバインでは小米やミオサ(籾が残っ

た小さな穂先のこと)は、雑物として除かれてしまう

からである。

唐箕と千石・万石どおしでの選別では、米は↓リ、、ドに

分けられる。

上米は供出'用、残れば販売する。由家用は中米上lfド

であって、これを使ってドヤモチやコゴメモチを作る。

モチ

椣山浩子

とめておけぱ、表1価は囲くなっても中は比岐的固くな

りにくぃこと、また、餅はしぱらくぉくとどうしても

徴がきてしまうが、ネコにしておくと、食べるとき徹

を除きゃすい、などの凹!1_11があるという

0コゴメモチ とはコゴメ ノ、」く 、

や台風で稲が倒れた場合などにできゃすい実が未熟な

米(甫い色なので青米などというこ七もある)、 1引ひき

でできメご削れ米のこと。コゴメモチは、糯米]:,1・.米

のトフ:コゴメ 2くらいの割介でついた剣である。

ドヤモチやコゴメモチは、闇食にも食べたがf焼い

て茶粥の中に人れて食べると茶粥だけのときに比べて

腹1、テちがよい。

また、コゴメは大阪方面へ運ばれ、アワオコシのj京

利・ともなった。近隣にこれを取り次ぎ、コゴメを買い

集める女衆がいて、即分で引き取ってくれた。

K俗艸物魚たより Y01.33 ~0.1 [1担く立9フンJ I

唐箕

↓選別
一番口

投入Π

上米

中米の中
,・P 米のド

番口ーコゴメ(小米)ー

ミオサ
＼

,御一ー、ー.
ーミオサ 1

^二L.、ノて

小木の1

小米の小

.J.^

千石どおし・万石どおし

↓さらに選別

アワオコシのことを

かアラレモチともよぶ。

ミオサは、カラウス(唐臼)で1島いてq・、の飼判・とし

て麦に況ぜてやった。コゴメやミオサを精米できるの

は、カラウスだからで、精米機が使われるようになっ

てからは、コゴメやミオサはクズとして除くしかなく

なった。カラウスつきは、登校する前の子供の什事と

決まっていた。

戦中、戦後の食判・不足のときに、学校から「オチホヒ

ロイ」「タニシトリ」に行ったことが、収穫期の思い出

として残る。ハサカケや、イネコキのときぬけおちた落

ち穂を殆→。また、稲刈りのす人だ後の田に治っている

タニシをとり、食料,の足しにする他、殻から身を取り佳,

してカラウスでついたものは、竹覗その第一の肥判となっ

たし、貝般も干してくだき、鶏の飼判,とした。

0 ドヤモチ モチ米とウル(梗米)を一緒

にX々先いし、蒸して1ヨで1島いたものである。ウ

ルば一米を川いた。家の好みなどによって割介

が述うが、 5:5からモチフ:ウル3ぐらいま

で。("は、一■ 3 升が基木)。ウルの割合が多

供庁,、噸北

愉不用

广1宗川

ドヘ'モチ

ココ'メモチ

川ιリじ 1アラレモチ}

二番口

ドヘ'モチ

ココメモチ

チ米が多いものを好む、形は丸めく小剣・にする

こともあるし、またオ、コ(火ぶりのかまぼこ状

にまとめたもので後で功っく食べる)にするこ

ともある。ネコにするというのは、ドヤモチは

糯米の剣・より冏くなりゃすいので、火ぶりにま

求畜の剣な七

排風口

オ→十ミ

・す、り 11}t
即・」交

ラレと

唐箕の構造

投入口

^'^

.'ーーー

N

0

小木の
ココメ

ミオサ

,ダ'門・1イ瓢f
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易
民俗公園だより

゛
大和民俗公園のあらまし

:しと川瀬 ノロ

過去の「博物館だより」には、火和民俗公園の成り

立ちゃ現状等が記されていないので、ここで改めてま

とめておこう。

【1'ド、ト.】

昭和2]午から45午まであった県立糸f営伝習農場助辻也

に公剛整備工事が始まったのは、博物館建設と同時期

の畔仟Π48年Ⅱ月のことであった。

最初は公園と称していたものの、汰律的には博物館

に付属する庭園的な取り扱いであった。それが、昭和

50年]2月に201〕aの面磧をもって、「都市計画包U に基づ

に「都市公園法」く都市公園の計画決定がなされ、 、^、^

の適用を受ける公園となった。これにより、たとえば

県民一人当たりの公園面積の算入対象になるとともに、

公園内に建築できる建物の様々な制限を受ける等の法

的制約が生じることとなった。ちなみに当公園は園内

に民家を移築復原するという文化財を供する要素を伴

うものの、法律的には総合公園として扱われている。

昭和60年4月に20haの内の15haが正式に開園され

た。その後、昭和62年8河に現在公園予定地となって

いる区域6.6haが新たに公園に編入され、計26.6haが公

園の計画面積となった。

平成に入って、平成7年度に里山部分の整備事業の

着手がなされ、それにより、平成10年4月に1.oha、平

成13年3月に1.2ha、平成14年9 河に5.4haの公園整備

が完了し、現時点では合計22.6ha が正式な開園面積と

なっ RL、る。

るように、博物館及び移築民家が公剛の巾心施設であ

り、かなりの而砧を占めていることである.陣物鮪の

建築而砧が2,700平方に、移築民家が1駄東で副'8,900平方

ル(民劣U延剛念む)、合吾杠.2haにも及ぶ。

また、公剛の 4 割にも及ぶ里1_1_1地区の大きさも当公

園の特徴である。基本的には矢田丘陵を構.成している

二次林のクヌギーコナラの林塀を残して、ド刈等でド

層林木の整理は行っているものの",来るだけ自然に近

い状態にし、管理費の削減を図っている。

季鮮Mりに民俗公嗣がにぎわうのは、 2 河ド旬からの

悔の開花時期、 4 河のサクラの開花時期、そして 6 打

上中句の花ショウブの開花時期である。

悔林は面積4,000平方丸で紅悔、白悔、緋悔合わせて

約130本植えられており、民俗公園に早春のにぎわいを

もたらす。ここで特徴的なのは管理の面である。梅の

木ファミリーというポランティア活動で10山明.の家族に

桁園の阜メ1」活動を年に 5 回していただいている。これ

が貧1里費用のφ呈減におおいに役立っている。

花菖蒲園は面積3β00平方倫 q値付け面積は1,200平方

仁)と小ぶりながら、花ショウブは6研重類]万3 千株

と充実しており、毎年、計画的に土の入れ替え等を行

うことで、開花時期には見事な花が咲き、来園者に喜

んでいただいている。

蔦一,.容L'゛

K俗1-物1'たよ;j ＼ 01.3.}
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【公園の現状】

現在の公剛の利用別面積区分を下表にかかげた。当

公園の大きな特微は、「大和民俗公園」の彰,称でもわか
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仙見村

ボランティア「梅の木ファミリー」による草刈作業

硫"倫

奈良県立民俗博物館
午前911寺~午後 5吽(人館受村は'r後4 岫30分まで)

※N俗公園内のN家災落は'1'後4 "まで

"1ぱΠ(休11にあたる場介は・11Πに」長Ⅱ0

π末圷始【12" 2S U ~ 1 j]'1 Π)

火人2〔川円火・ニ,牛150円小・小!k701リ
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